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あとがき。

皆様、はじめまして、宮元篤紀と申します。

 

今日は、夫の手紙を

お読み頂いてありがとうございます。

 

夫が亡くなり、無我夢中で生きてきた３年間。

 

亡くなってしばらくは、

なぜ夫でなければいけなかったのか？

どうして、その時私は傍にいなかったのか？

どうにか、私が助けられなかったのだろうか？とか

挙げ句の果てには

私の方が死ねば良かったのに、と

ふかい闇の中をさまよっているような時が

長い間続きました。

 

それを敏感に感じ取った子ども達が

不安そうに

 

「お母さんまで死んでしまったら、

俺たちは、どうやって暮らしていったらいいと？」

 

と、尋ねてきました。

 

 



その瞬間に、

 

まるで、まいた種が

土を押し上げて

えいやっと　芽をだすように。

 

長い冬を越えてきた

桜のつぼみが　ふわっ　とひらくように。

 

ずっと見つからなかった

スーツケースの鍵が

ソファーの下から出てきたときのように。

 

夕焼け、雨上がりの奇跡的にうつくしい

ピンクベースの虹があらわれるように。

 

”洋君のぶんまで、子ども達の成長を

たくさん、いっぱい、みよう！

やりたいことをやって、精一杯生きていこう！”

 

と、いう気持ちが生まれました。

 

子ども達をまもらなきゃ！と

ガチガチになっていた私ですが

実はずいぶん子ども達に

まもられて生きている事に気がつきました。

 

 

さて、この夫の手紙なのですが

当然のごとく子ども達が書いた返信もあります。

今後、そちらも公開していきますので

もしよろしかったら、お読みいただけたら

とても嬉しいです。

 

 

２０１１年２月２６日

佐賀県武雄市　宮元篤紀

 



 

 


